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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天2-1-5),港区民センター(弁天2-1-5), 港近隣センター(八幡屋1-4-20), 港区老人

福祉センター(夕凪2-5-22),弁天町ORC200生涯学習センター(弁天1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),

港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築

港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除

6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢(たまに家族で大衆食堂へ夕食に出かける

という)ささやかな楽しみも贅沢なのでしょ

うか｣。悲しみと憤りの混じった表情が忘れら

れません。好景気の裏で深まる貧困。増え続

ける受給者。バッシング的な国政に追い討ち

をかける市の生活保護行政(1 頁)。全ての市

民に関わる問題として一緒に考えましょう。 

★こうした市民の貧困に対しては、他ならぬ

市や区の職員自身が悩み苦しんでいます。｢払

えば食えぬ!｣と国保料引き下げを求める交渉

(4 頁)では、毎年のことながら、生活と健康

への庶民の不安、それを解決できない政治と

行政、そしてその間に立つ第一線地方公務員

の苦悩が改めて浮き彫りになりました。 

★炎天下のみなと通を｢核も戦争もない未来

を!｣と訴えつつ進むデモ行進(5 頁)。かつて

戦争体験者から聴き取った中国大陸での行軍

を思い出しました。殺人にも繋がった兵隊さ

んたちの一歩一歩と違い、平和な未来へ通じ

る足取りの何と明るく力強かったことか! 

★｢平和｣といえば今日は終戦記念日。加えて

ぜひ読んでほしいのが、今号から始まる新た

な｢戦争体験｣。7 年前、その波乱万丈の引き

揚げ談が大反響を呼んだ杉原麻子さん。読者

のアンコールに応え、卒寿を超えて既に数年

の心身に鞭打って再登場頂きました(34 頁)。 
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